
6 電気器具の電源を
ONにする

まずはじめに

1

3

この発電機は工場出荷状態では60Ｈｚ
にセットされています。50Ｈｚ地域でご
使用の場合はスイッチを切り替えてくだ
さい。

エンジンオイルの点検と補給を
してください。オイルメンテナン
スカバーとオイルフィラーキャ
ップを外してエンジンオイルが
オイルレベルゲージの上限（基
準面）まであるか点検します。
少ない場合は、新しいオイルを
基準面まで補給してください。

2 エンジン
スイッチ
「始動」

3 リコイルスタータグリップを
勢いよく引く

※リコイルスタータグリップを軽く引き出し、リ
コイルスタータグリップが重くなった状態か
ら勢いよく引きエンジンを始動させます。

 発電機が倒れないように、手でハンドル
を押さえてください。

※しばらくの間暖機運転をします。（約2 分）
※エンジン回転数が安定したらエンジンスイ

ッチを「運転」の位置にします。

5 交流電源の取出し
電気器具のプラグを
交流コンセントに
差し込みます。

※コンセントにつなぐ前、電気器具の電源はOFFになっていること。

プラグ

交流コンセント

4 出力ランプの点灯を
確認

2 燃料は必ず「イワタニカセット」（ただしパ
ワーゴールド、ジュニアは除く）の表示の
あるLPGボンベであるか確認のうえ、ボ
ンベを装着してください。

ボンベの切込みを、必ず下にして容器受け
ガイド凸に合わせセットしてください。
LPGボンベをボンベホルダーに乗せ水
平状態にして接続ソケットに押し込み、そ
の状態のまま、LPGボンベを右へ回しま
す。（約30°）収納カバーを取り付けます。

●指定外のボンベを使用すると、ガスが漏れたり、正常
な使用ができない場合があります。

●ボンベ外 観に錆の
あるものは、使用し
ないでください。

●ボンベに表 示され
ている注 意事 項を
必ずお読みください。

●運転の際は、収納カバ
ーを必ず取り付けてく
ださい。

●収納カバーを外したま
ま運転すると、振動で
LPGボンベが外れる
恐れがあります。

燃料コック
「開」1

オイルフィラーキャップ 

オイル注入口 
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（オイルレベルゲージ） 
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周波数切替スイッチ 

周波数切替 

50Hz 60Hz

オイルが少ない場合は
始動しません。
また、規定量以上に
給油しないでください。

エンジンオイル
容量：0.4L
グレード：
API分類SE級以上

（SAE10W-30
または10W-40）

運転 停止 始動 

エンジンスイッチ 
    （始動） 

3本足プラグ 2本足プラグ 
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停止は 6 5 2 1 の順番で逆の操作を行ってください。

並列運転時は1台ずつ 1 ～ 4 の操作を行ってください。

はじめに

長期保管
手順（ ）お手入れ

ガイド（ ）かんたん
運転操作手順（ ）

ガ ス 発 電 機
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● 工場出荷時にはエンジンオイルは入っていません。
● ご使用の前にエンジンオイルの量をご確認ください。

ヤマハ発電機ホームページをご覧ください。

https://www.yamaha-motor.co.jp/generator/

かんたん運転操作手順 EF900iSGB2
＊本体同梱の取扱説明書を必ずお読みください。

このたびはヤマハ発電機をお買上げいただき、誠にありがとうございます。
本書は、取り扱い方法と簡単な点検についてポイントを絞って説明しています。取扱説明書を必ずお読
みになり、商品の知識･安全の情報、そして注意事項の全てに習熟してから、ご使用ください。
万一、取り扱いを誤まると重大な事故や故障の原因となります。
お客様の安全と環境や住民の方との調和のために、また商品の性能を充分に発揮させるために、商品の
取り扱いを充分ご存じの方も、この商品独自の装備･取り扱いがありますので、ご使用前に必ず取扱説
明書および本書を最後までお読みください。なおご使用時には取扱説明書および本書を携帯し、安全に
商品をご使用くださいますようお願い申し上げます。

安全にお使いいただくために

●排気ガス（ガス中毒）に注意

（3） 建物や遮へい物などで風通しの悪い場所や排気
ガスがこもる場所では使用しないでください。

（4） 排気口は、排気ガスのたまらない風通しの良い
場所へ向けてください。

（1） 室内などでの使用は絶対禁止
 カセットコンロとは異なり、排気ガス中に毒性の

強い一酸化炭素が多く含まれているため、一酸
化炭素による中毒死のおそれがあります。

（2） 排気ガスは有害な成
分を含んでいますか
ら、室内、倉庫、ト
ンネル、井戸、タン
ク内、車 の 中 など、
換気の悪い場所では
使用しないでくださ
い。

（3） 水洗いはしないでください。

●その他の注意

（2） 部品を外したままでガス発電機を使用しない
でください。

（1） 発電機は屋内配線と絶対に接続しないでくだ
さい。接続しますと、電気器具や発電機の故
障、または火災や屋外電気工事関係者の感
電事故などの原因となります。

（4） 始業点検や定期点検は必ず実施してください。

（3） 使用中に、臭気、振動などの異常を感じたら
直ちにエンジンを停止して販売店の点検をう
けてください。

●やけどに注意
（1） 使用中、使用直後はマフラー部が加熱し

ているのでマフラー周辺のカバーには直
接触れないでください。

●感電に注意
（1） 雨、雪、水のかか

る場所での発電機
の 使 用はやめま
しょう。

（2） ぬれた手でガス発電機
を操作しないでくだ
さい。

（5） 発電機の周囲をかこったり、カバーをか
ぶせたままの運転はやめましょう。

（6） ガス発電機を傾斜させたり、エンジンをか
けた状態で移動しないでください。

（3） 発電機の周囲に危険物や燃えやすい物を置
くのはやめましょう。

（4） 発電機は燃えやすい物（かれ草、ワラくずな
どの可燃物）の上に置かないでください。

●火災防止のために
（1） 燃料取扱い時は、必ずエンジンを止め禁煙

また火気厳禁を守り、特にエンジン始動前には、
ガスの漏れがないことを確認してください。

（2） 発電機は建物およびその他の設備から1m以上
離してご使用ください。

1m以上

1m以上
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